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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・連絡事項なし。

＜患者様連絡事項＞

・田山　勇一様～シンラック液1本処方となっています。

・岩舘　邦子様～排便-4日目。馬渡Drへ報告し、センナリド2T処方となっています。

・木村　格治様～本人希望にて本日昼より常食へ変更となっています。

・石橋　ヤエ様～本日排便-6日目。日直医へ報告し、センナリド2T　1×夕　2日分処方となっ

ています。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫　様～時間隔離継続中。（20：00～8：00）粗暴性や妄想はありませんが、食事中にスタッフへの挙手やあいさつをする行為が頻回にみられています。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう介入していきます。

・小笠原　久年様～時間隔離継続中。（16：00～9：00）独語や壁へのなぞり書き行為みられていますが、突発的行為なく穏やかに過ごしています。引き続き、症状の観察を継続し、早期の処遇改善に向け観察介入を行っていきます。

・藤井　崇史　様～自傷､他害の危険性あり終日隔離中。妄想により自室の壁を蹴る、殴るなど、大声で叫ぶ様子頻回にあり介入しています。興奮強いことから担当医へ報告し、9：50リントン（5）1A筋注施行しています。以後も鎮静化はなく経過しています。症状の観察、外傷の有無を観察し、早期の処遇制限解除に向け介入していきます。

・大下　隆義　様～本日朝食は主食5口、牛乳1本摂取しています。服薬の拒否もなく服用しています。朝食後より傾眠傾向あり。昼食は覚醒状態不良で不食しています。状態について馬渡Drへ報告し、バイタルサイン問題ない為、意識レベルの低下、バイタルサインの異常があれば随時、当直医へ報告し、指示を仰ぐよう指示となっています。また、リントン（5）1Aが2日分処方となっています。

＜要注目患者様＞

・池野　功一　様～独語は聞かれていますが、奇異行為はなくまた他者とのトラブルもなく経過しています。症状の観察を継続していきます

・市川　真紀子様～妄想に左右された言動はなく日課も支障なく行う事が出来ています。引き続き、症状の観察を行い、安定した生活リズムを獲得できるよう介入観察をしていきます。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～幻聴･妄想発言聞かれています。興奮、易刺激性も強く、スタッフへ粗暴的となることもみられています。本日よりリントン(5)1A　筋注　4日分施行指示となっています。壁を蹴る、殴る等の行為もあるため、外傷の有無を観察していきましょう。

・宮地　久美子様～他者への干渉はありますが、過度となることや他者とのトラブルはなく経過しています。気分高揚、多弁さなく、日課も支障なく行っています。引き続き、精神症状の観察を行っていき、落ち着いて過ごせるよう、看護介入行っていきましょう。

・高橋　伸治様～日中臥床傾向みられていますが日課やプログラムへの支障はなく経過していま

す。小声での独語はありますが、他者トラブルはありません。引き続き、日課、

プログラムへの取り組み状況について観察・評価していきましょう。

・鈴木　勝彦様～夜間の睡眠も取れており、易怒性、不機嫌さはなく過ごされています。表情良

く、他者と交流しています。引き続き、精神症状の観察、日課への取り組み状

況について評価していきましょう。

・鳴海　立男様～介入に対する拒否や易怒性はなく穏やかに経過しています。夜間不眠となるこ

ともあるため、転倒に注意し、見守り行っていきましょう。

＜新入院患者様＞

患者様氏名：馬場　健二様（35）男性

　　主病名：アルコール依存症

　入院形態：任意入院

　　担当医：安ヶ平Ｄｒ

入院年月日：平成27(2015)年5月9日（3回目）

　　　病棟：東病棟Aユニット

＜経過＞

　当院へ2回の入院歴がある。

　H27.4.30自宅への退院となり、自宅へ帰宅途中、酒を購入し飲酒してから帰宅しており、3日程前に接触事故を起こす事があった。H27.5.8　21:30三戸警察署より架電あり、飲酒し母様に対し、缶を投げつけることがあり、三戸警察署にて保護しているとのこと。本人、母様より入院希望あり、受診、入院は可能かとの問い合わせあり。飲酒している状態では受診はできないこと、早くても翌日の受診となること説明し、終話。本日、三戸警察官、母様と共に来院。母様、本人様より行動が落ち着かず、精神的に何かあるのではないか調べてほしいと入院治療希望され、本人も了承したことから11:40東病棟Aユニット8号室へ3回目の入院(任意)となる。

入院後、頻脈はあるが、身体不調の訴え、酒臭なし。食事の声掛けには拒否することあるが、全量摂取している。臥床していること多くみられているが、スタッフの声掛けには穏やかに返答している。

・検査

採血、WAIS-R

・内服薬

当院処方(本日昼～)　

・食事

常食(本日昼～)

・アルコールプログラム実施なし
・ADHDの可能性も考慮し、薬剤調整を行っていく

・買い物カードなし

・家族洗濯

・入院期間は3ヶ月の予定とし、適宜、療養環境を検討していく

